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二
○
○
五
年
八
月
十
五
日
か
ら
十
九
日
に
か
け
て
、
ド
イ
ツ
・
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
市
の
ド
イ
ツ
博
物
館
で
冒
扁
目
幽
冒
邑
普
号
豆
○
営
言
圏
§
ご

旦
固
閉
言
シ
望
曽
牌
冒
〕
８
ゞ
目
①
呂
弓
さ
ぬ
ぎ
目
ロ
ニ
＆
ご
月

（
閉
出
向
シ
め
弓
冨
）
国
際
東
ア
ジ
ア
科
学
技
術
医
学
史
学
会
に
よ
る
巨
呂

冒
毎
冒
翼
さ
旨
巴
の
○
二
苛
蔚
邑
吊
ｏ
二
言
の
困
厨
ｇ
昌
呉
の
ｇ
⑦
邑
馬
旨
両
煙
鷺

ン
農
（
門
ェ
閨
ン
画
ｇ
望
第
十
一
回
国
際
東
ア
ジ
ア
科
学
史
会
議
が
開

催
さ
れ
た
。
主
催
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
医
史
学
研
究
所
所
長
・
教
授
の

思
巨
己
．
ご
昌
胃
冒
丘
博
士
。
著
名
な
中
国
医
学
史
研
究
者
と
し
て
知
ら

れ
、
ド
イ
ツ
語
・
英
語
を
含
め
た
著
書
は
数
多
く
、
『
黄
帝
内
経
素
問
」

「
難
経
』
の
英
文
訳
注
書
も
あ
る
。

会
議
に
は
世
界
各
国
か
ら
一
二
七
人
が
参
加
し
、
う
ち

扇
函
固
ン
の
弓
三
の
会
員
が
七
○
名
、
非
会
員
が
五
七
名
だ
っ
た
。
こ
れ

を
参
加
者
の
国
・
地
域
別
で
み
る
と
、
中
国
二
五
、
ド
ィ
ッ
ニ
三
、
ア

メ
リ
カ
一
七
、
台
湾
十
五
、
日
本
一
四
、
イ
ギ
リ
ス
九
、
韓
国
八
、
フ

ラ
ン
ス
七
、
オ
ラ
ン
ダ
・
ス
イ
ス
各
二
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
カ
ナ
ダ
・

イ
タ
リ
ア
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ス
ペ
イ
ン
各
一
と
な
る
。
以
上
は
ウ
ン

シ
ュ
ル
ト
教
授
か
ら
い
た
だ
い
た
数
字
だ
が
、
欧
米
の
機
関
に
属
す
る

ア
ジ
ア
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
、
参
加
者
の
国
籍
で
は
な
く
、
所

属
機
関
の
国
別
数
字
だ
ろ
う
。

一
消
韮
一
》
；
恵
一

第
十
一
回
国
際
東
ア
ジ
ア
科
学
史
会
議

真
柳
誠

発
表
は
三
会
場
で
ほ
ぼ
並
行
し
て
行
わ
れ
た
。
抄
録
集
に
よ
る
と
全

演
題
は
計
一
○
三
（
う
ち
少
な
く
と
も
一
題
は
欠
演
）
に
及
ぶ
。
そ
れ

ら
を
各
発
表
の
筆
頭
者
が
所
属
す
る
組
織
か
ら
国
別
に
集
計
す
る
と
、

ド
イ
ツ
二
三
、
中
国
二
一
、
ア
メ
リ
カ
十
二
、
台
湾
二
、
日
本
一
○
、

イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
各
七
、
韓
国
四
、
オ
ラ
ン
ダ
ニ
、
ス
イ
ス
・
ス

ペ
イ
ン
・
イ
タ
リ
ア
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
カ
ナ
ダ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
各

一
と
な
る
。
ま
た
各
演
題
が
主
な
対
象
と
し
た
国
・
地
域
で
み
る
と
、

中
国
五
九
、
台
湾
三
、
中
国
ｌ
西
洋
一
三
、
中
国
ｌ
ア
ラ
ブ
一
、
中
国

ｌ
琉
球
一
、
中
国
ｌ
日
本
二
、
台
湾
ｌ
日
本
一
、
日
本
六
、
日
本
ｌ
西

洋
四
、
韓
国
ｌ
日
本
一
、
韓
国
二
、
韓
国
ｌ
西
洋
一
、
韓
国
ｌ
中
国
一
、

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
三
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
ー
西
洋
一
、
東
ア
ジ
ア
三
、
ア
ラ
ブ
一

だ
っ
た
。
さ
ら
に
各
演
題
の
分
野
を
大
別
す
る
と
、
医
薬
五
一
、
天

文
・
暦
学
一
二
、
機
械
・
技
術
八
、
数
学
七
、
生
命
倫
理
五
、
科
学
全

般
・
西
学
各
四
、
工
芸
・
地
理
・
道
教
各
二
、
人
類
学
・
計
量
・
物

理
・
農
学
・
植
物
・
考
古
学
各
一
と
な
る
。

各
演
者
・
タ
イ
ト
ル
・
要
旨
等
は
以
下
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ

言
ｇ
ミ
ミ
ミ
ミ
．
侭
ョ
・
日
＆
●
冒
匡
．
号
臼
冨
匡
の
一
言
号
の
①
煙
・
言
旦
で
閲
覧
で
き

る
。
と
も
あ
れ
以
上
の
参
加
者
・
演
題
内
容
か
ら
、
い
か
に
多
様
な
発

表
が
行
わ
れ
た
か
、
ま
た
大
き
な
傾
向
も
ご
理
解
い
た
だ
け
る
で
あ
ろ

う
。
本
学
会
員
か
ら
は
以
下
の
六
発
表
が
あ
っ
た
。

八
月
十
六
日

・
三
○
房
四
局
三
門
函
固
伊
（
九
州
大
学
）
「
十
七
世
紀
日
本
に
お
け
る

西
洋
の
蒸
留
技
術
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
日
本
間
の
植
物
学
的
相
互
影

響
」
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・
言
冒
三
○
句
甸
画
弓
弓
三
Ｉ
ダ
ム
研
究
所
）
ら
「
「
青
嵩
」
の
治
療

的
特
徴
」

八
月
十
八
日

・
函
胃
冒
国
向
ご
【
国
用
（
ラ
ィ
デ
ン
大
学
）
「
日
本
江
戸
時
代
の
西
洋

医
学
紹
介
に
お
け
る
図
画
の
役
割
」

・
月
澤
美
代
子
（
順
天
堂
大
学
）
「
日
本
の
明
治
初
期
に
お
け
る
ド

イ
ツ
医
学
の
導
入
と
人
体
解
剖
模
型
の
製
作
開
始
」

八
月
十
九
日

・
真
柳
誠
（
茨
城
大
学
）
「
周
辺
国
に
お
け
る
中
国
医
学
受
容
の
史

的
傾
向
ｌ
現
存
古
医
籍
の
調
査
研
究
か
ら
」

．
シ
且
局
乏
画
．
の
○
国
缶
貝
オ
レ
ゴ
ン
大
学
三
中
世
日
本
に
お
け
る

「
業
病
」
パ
ラ
ダ
ィ
ム
ー
梶
原
性
全
の
ハ
ン
セ
ン
氏
病
へ
の
関
与
」

今
回
の
会
議
は
筆
者
に
と
っ
て
初
め
て
の
参
加
だ
っ
た
が
、
多
彩
な

演
題
と
数
の
多
さ
に
圧
倒
さ
れ
た
。
同
時
に
各
国
、
と
り
わ
け
ョ
Ｉ
ロ

ッ
パ
の
研
究
者
が
東
ア
ジ
ア
と
く
に
中
国
の
医
学
史
・
科
学
技
術
史
に

大
き
な
関
心
を
持
ち
、
真
筆
に
研
究
し
て
い
る
現
況
が
つ
ぶ
さ
に
理
解

で
き
た
。
こ
れ
は
主
催
し
た
ウ
ン
シ
ュ
ル
ト
教
授
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学

医
史
学
研
究
所
関
連
の
発
表
が
多
い
ば
か
り
で
な
く
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

の
ニ
ー
ダ
ム
研
究
所
や
ロ
ン
ド
ン
大
学
東
洋
ア
フ
リ
カ
学
部
の
中
国
科

学
医
学
史
部
門
が
近
年
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
財
団
の
支
援
に
よ
り
き
わ
め
て

活
発
に
研
究
活
動
し
て
い
る
こ
と
の
反
映
で
あ
ろ
う
。

講
演
・
発
表
は
相
互
に
い
さ
さ
か
離
れ
た
三
会
場
で
ほ
ぼ
同
時
に
行

わ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
皆
が
移
動
を
厭
わ
ず
会
場
を
行
き
来
し
、

い
ず
れ
の
会
場
で
も
発
表
後
に
質
疑
応
答
が
制
限
時
間
い
つ
ぱ
い
ま
で

交
わ
さ
れ
て
い
た
。
む
ろ
ん
一
部
に
は
耳
や
目
を
疑
う
発
表
や
、
失
笑

を
か
つ
た
質
問
も
あ
っ
た
が
、
筆
者
の
見
聞
範
囲
で
は
最
新
の
研
究
成
果

が
欧
米
の
研
究
者
か
ら
も
多
数
発
表
さ
れ
て
い
た
ｃ
い
さ
さ
か
残
念
だ
っ

た
の
は
中
国
か
ら
の
参
加
者
の
か
な
り
が
、
自
ら
の
発
表
時
以
外
は
会
場

に
あ
ま
り
姿
を
現
さ
な
か
っ
た
こ
と
。
欧
米
の
中
国
研
究
は
レ
ベ
ル
が
低

い
と
い
、
１
戸
も
彼
ら
か
ら
聞
こ
え
た
し
、
英
語
だ
け
の
発
表
・
討
論
に
不

慣
れ
な
こ
と
や
、
観
光
に
出
か
け
た
い
気
持
ち
も
少
し
は
理
解
で
き
る
。

し
か
し
あ
ま
り
に
失
礼
と
思
え
た
の
で
、
中
国
の
一
友
人
に
夜
郎
自
大
で

は
な
い
か
と
、
つ
い
嫌
み
を
言
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

会
場
の
運
営
は
実
に
ス
ム
ー
ズ
で
、
発
表
時
間
の
ず
れ
こ
み
な
ど
も
一

切
な
か
っ
た
の
は
、
座
長
の
任
を
ウ
ン
シ
ュ
ル
ト
教
授
や
彼
の
研
究
所
員

と
ご
家
族
で
主
に
担
い
、
時
間
を
厳
格
に
管
理
し
た
こ
と
が
大
き
い
。
ま

た
各
会
場
と
ロ
ビ
ー
に
は
テ
ク
ニ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
も
い
て
、
発
表
用
パ
ワ

ー
ポ
ィ
ン
ト
フ
ァ
イ
ル
の
受
付
と
試
験
放
映
を
し
た
た
め
、
会
場
で
放
映

画
面
が
プ
リ
ー
ズ
す
る
よ
う
な
困
っ
た
場
面
は
見
な
か
っ
た
。

会
議
以
外
に
も
初
日
を
除
い
た
毎
晩
、
会
場
や
出
し
物
に
趣
向
を
凝

ら
し
た
懇
親
会
が
あ
り
、
ビ
ー
ル
や
ワ
イ
ン
で
昼
間
の
緊
張
を
い
や
す

こ
と
が
で
き
た
。
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
ド
イ
ツ
博
物
館
長
の
招
待

宴
で
、
何
と
博
物
館
の
飛
行
機
史
展
示
会
場
で
開
催
さ
れ
た
。
メ
ッ
サ

ー
シ
ュ
ミ
ッ
ト
戦
闘
機
や
ロ
ン
ド
ン
を
爆
撃
し
た
Ｖ
１
．
Ｖ
２
ロ
ケ
ッ

ト
ま
で
現
物
が
展
示
し
て
あ
り
、
宴
席
の
頭
上
に
は
様
々
な
飛
行
機
が

天
井
か
ら
吊
さ
れ
、
ド
イ
ツ
の
工
業
力
を
ま
ざ
ま
ざ
と
実
感
で
き
る
。

い
さ
さ
か
驚
い
た
の
は
招
待
宴
の
冒
頭
に
あ
っ
た
中
国
科
学
院
自
然
科

学
史
研
究
所
の
劉
頓
所
長
の
イ
ブ
ニ
ン
グ
・
ス
ピ
ー
チ
だ
っ
た
。
主
旨
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は
清
朝
末
期
に
お
け
る
ド
イ
ツ
を
含
む
八
国
連
合
軍
の
侵
略
や
日
清
戦

争
の
敗
北
が
近
代
軍
事
技
術
の
軽
視
に
起
因
し
た
こ
と
、
い
ま
中
国
人

は
こ
の
歴
史
教
訓
を
忘
れ
て
い
な
い
等
だ
っ
た
た
め
、
展
示
物
と
相
ま

っ
て
会
場
が
凍
り
つ
い
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
中
国
人
の
問
か
ら
も

Ｔ
Ｐ
Ｏ
を
わ
き
ま
え
な
い
と
の
意
見
が
後
日
あ
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

会
議
の
中
間
に
あ
た
る
十
七
日
は
全
日
の
小
旅
行
と
し
て
ア
ル
プ
ス

山
麓
の
罵
月
言
①
の
彊
号
己
ま
で
大
型
バ
ス
二
台
で
行
き
、
十
六
世
紀
か

ら
始
ま
っ
た
と
い
う
岩
塩
採
掘
場
を
見
学
し
た
。
独
特
な
ト
ロ
ッ
コ
に

乗
っ
て
全
体
が
一
種
の
博
物
館
に
な
っ
て
い
る
過
去
の
坑
道
奥
深
く
ま

で
入
り
、
採
掘
技
術
史
等
の
説
明
を
受
け
、
ま
さ
に
科
学
技
術
史
の
会

議
に
ふ
さ
わ
し
い
見
学
会
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
会
議
の
五
日
間
は
朝
か
ら
夜
ま
で
盛
り
だ
く
さ
ん
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
追
わ
れ
、
心
身
共
に
疲
れ
た
と
い
う
の
が
本
音
で
あ
る
。

し
か
し
当
会
議
で
は
小
さ
な
ト
ラ
ブ
ル
す
ら
見
か
け
な
か
っ
た
し
、
か

く
も
周
到
に
準
備
さ
れ
た
国
際
会
議
は
初
め
て
体
験
し
た
。
灰
聞
に
よ

る
と
ウ
ン
シ
ュ
ル
ト
教
授
は
各
種
財
団
か
ら
五
万
ユ
ー
ロ
を
調
達
し
、

こ
の
数
ヶ
月
は
本
会
議
の
準
備
だ
け
に
費
や
し
た
と
い
う
。
こ
の
場
を

借
り
て
氏
の
熱
意
と
努
力
に
感
謝
申
し
上
げ
、
労
を
ね
ぎ
ら
い
た
い
。

○
コ
．
①
の
①
三
の
皇
○
ヨ
囚
玉
三
の
匡
里
工
更
○
三

（
中
国
医
学
史
図
像
国
際
会
議
）

真
柳
誠

標
記
の
会
議
が
二
○
○
五
年
九
月
十
五
・
十
六
日
の
二
日
間
、
北
京

郊
外
の
香
山
に
あ
る
香
山
飯
店
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
欧
米

を
中
心
に
近
年
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
を
中
国
医
学
史
研

究
に
応
用
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
会
議
で
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
財
団
か
ら

前
後
一
日
を
含
め
た
宿
泊
と
全
飲
食
が
提
供
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
大
英

図
書
館
は
所
蔵
の
ス
タ
イ
ン
敦
埋
文
書
を
研
究
す
る
た
め
に
敦
埋
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
近
年
立
ち
上
げ
て
い
る
。
う
ち
医
薬
文
書
に
つ
い
て
は
ウ
ェ

ル
カ
ム
財
団
の
支
援
で
ロ
ン
ド
ン
大
学
お
よ
び
一
一
－
ダ
ム
研
究
所
と
、

中
国
中
医
研
究
院
の
中
国
医
史
文
献
研
究
所
の
メ
ン
バ
ー
が
共
同
研
究

を
進
め
て
き
た
こ
と
も
本
会
議
が
開
催
さ
れ
た
背
景
に
あ
る
。

、
王
催
は
北
京
に
あ
る
中
国
医
史
文
献
研
究
所
と
ロ
ン
ド
ン
大
学
ウ
ェ

ル
カ
ム
基
金
医
学
史
研
究
セ
ン
タ
ー
。
名
誉
会
長
は
医
史
文
献
研
究
所

の
馬
継
興
教
授
、
会
長
は
医
史
文
献
研
究
所
の
柳
長
華
所
長
と
ウ
ェ
ル

カ
ム
財
団
医
学
史
研
究
セ
ン
タ
ー
２
直
○
８
才
王
任
、
実
行
委
員
長
が

ロ
ン
ド
ン
大
学
の
く
ご
ｇ
胃
冒
医
学
史
研
究
セ
ン
タ
ー
長
と
医
史
文

献
研
究
所
の
王
淑
民
教
授
と
い
う
メ
ン
バ
ー
で
行
わ
れ
た
。
当
然
な
が

ら
会
議
の
公
用
語
は
英
語
と
中
国
語
。
参
加
者
は
中
・
英
の
事
務
担
当

者
を
含
め
て
六
三
名
で
、
所
属
機
関
の
国
・
地
域
別
で
は
中
国
三
○
、

イ
ギ
リ
ス
一
七
、
ア
メ
リ
カ
五
、
台
湾
・
日
本
各
三
、
イ
ス
ラ
エ
ル
ニ
、

韓
国
・
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
各
一
だ
っ
た
。

十
四
日
は
登
録
と
夜
の
歓
迎
宴
が
あ
り
、
会
議
自
体
は
十
五
日
と
十

六
日
に
計
四
六
演
題
に
つ
い
て
集
中
し
て
行
わ
れ
た
。
十
五
日
の
午
前

は
以
下
の
特
別
講
演
が
行
わ
れ
た
。

く
言
①
目
①
ｇ
「
会
議
の
方
針
と
概
要
」
。
爵
一
○
８
六
「
グ
ロ
ー
バ
ル

な
医
学
史
と
は
」
。
王
淑
民
「
豊
富
で
多
彩
な
中
国
古
医
書
の
挿
し
絵
」
。


